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Abstract: The so-called garbage house has become a social problem in contemporary 
urban life. This article introduces a recent court case related to the issue. By doing 
so, firstly, I will argue that the garbage house is a new environmental problem. 
Secondly, I will review the concept of the city life (law). Thirdly, in reference to the 
Fifth Environmental Basic Plan and its basic concept, “integrated improvement of 
environment, economy and society”, I will argue that the adult guardianship law 
could eliminate the garbage house and promote the “integrated improvement” 
advocated by the Fifth Plan.  
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 X(1922 年生)は、1995 年頃、自宅を新築し、A(X の妻。1929 年生)、Y(XA の長女。1960
年生。X の成年後見人)、Y の夫(2012 年 6 月死亡)及び子ら 3 名と同居を開始した。自宅は、




しい怒りを示し、これを許さなかったため、X 及び A が生活していた自宅 1 階は、X が集
めた電化製品等であふれ、ごみ屋敷と化した。これらのごみは、自宅の庭にも放置され、隣
家との境界にまであふれることもあり、近所から改善を求められたり、消防署の職員から、
放火の危険があると指摘されるなどしていた。Y ら家族や A は、X に対し、失火や放火の
危険性も指摘して、上記状態を改善するように求めたが、X は、態度を改めず、Y の要請を




こともあった。2011 年 6 月 9 日、X の問題行動は、その後も悪化していったため、Y は、
同区の認知症相談を訪れ、X の状況を示して相談したところ、同相談の担当医師は、X はピ
ック病4であると診断し、X を、精神科のある都内甲病院に入院させることを勧めた。 
以上の X の甲病院入院前の状況から、2011 年 6 月 30 日同病院入院、同年 10 月 31 日
に退院し、水戸市内 2 か所の施設への入所した(同年同日 a ホームという介護付有料老人ホ
ーム入所、2012 年 3 月 13 日同退所、同日 b ホームという a に隣接する住宅型有料ホーム
に入所)ことによって、2014 年 1 月 7 日、X の保佐審判が確定したことから、同年 1 月 31
日、b ホームを退所し、自宅に戻るに至ったという事例であった。X は、それまで要介護
4 であったが、2015 年 11 月 5 日には要介護 1 の認定まで症状が回復していた。 
そのようななか、ごみ屋敷への対応としては、Y は、X が甲病院に入院した後、上記 X
3 
のため込んだ各種物品等を片付けたというのであった。 
なお、X は Y の不法行為により生じた損害は、合計 1387 万 2216 円である(精神的損害
(慰謝料)として 947 万円。947 日監禁状態におかれたというのがその理由である。残りの 
440 万 2216 円は、b ホーム月次負担金計 338 万 1059 円、b ホーム入所時負担金 60 万
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して、不法行為に基づく損害賠償請求が棄却された事例-東京地裁平成 28 年 5月 13 日判決(確
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って、断捨離一辺倒は、人生 50 年代の発想だと思います」と。 
 この点は、本稿の対象外である、ごみ屋敷と成年後見法を考える視点としてきわめて重要で
あることを付言しておきたい。 


















同方向にある見解といえよう。この点は、2018 年 4 月 17 日に閣議決定された、第五次環境基






















ための政策法務-法施行後の原状と対策-』(第一法規、2018 年)242-244 頁)。 
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